
参考：令和２年度スポーツ庁委託事業 スポーツ事故対応ハンドブック／熱中症への対応） 

熱中症を疑った時には、放置すれば死に直結する緊急事態であることをまず認識しなければなりません。すぐに養護・

管理職に報告し、重症の場合は救急車を呼ぶことはもとより、現場ですぐに体を冷やし始める等の対応が必要です。 

 

 

 

 

熱中症と思われる症状がでたときの対応 

熱中症を疑う症状がある 

意識障害の有無 

水分摂取ができるか 

症状改善の有無 

第一発見者 

なし
 

【涼しい室内への避難】 
涼しい場所に運び、衣服をゆるめて
寝かせる。 

できる 

【水分・塩分を補給する】 
〇スポーツドリンクあるいは経口補水液等を
補給する。 

〇熱けいれんの場合は食塩を含んだ飲み物
や生理食塩水（０．９％）を補給する。 

症状改善 

経過観察 
（当日のスポーツ参加はしない） 

 
あり 
（疑いも含む） 

１１９番通報 

病院へ！ 

できない 

 改善なし 

養護教諭・担任 

管理職 

【身体冷却】 
救急車到着までの間、積極的に体を
冷やす。 
効果的な冷却方法 
①氷水・冷水に首から下を付ける。 
②ホースで水をかけ続ける。 
③濡れタオルを体にあて扇風機で冷
やす。 

 
※迅速に体温を下げることができれ
ば、救命率も上がる！！ 

保護者 

担任、養護

管理職 


